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JAセレサ川崎
http://www.jaceresa.or.jp

多摩川梨と言えば多摩川に沿った地域を思い浮かべる人も多いと思いますが、宮前区でも
有馬、野川、土橋といった地区で梨の栽培が行われ、名産品として定着しています。宮前区
の梨栽培は昭和 32 年に一軒の農家が梨の木を植えたときから始まりました。8月から 9 月にかけての収穫最盛期には
区内のあちこちに直売所を示す幟が掲げられ、活気を呈
します。主要品種は甘みがあってみずみずしい「幸水」
や「豊水」。まれに昔懐かしい長十郎を見つけることも
あります。

問い合わせ先
TEL044-866-4231 ＪＡセレサ宮前支店営農課
また「宮前梨組合」とネットで検索すれば、組合に
所属する 7 軒の梨園の連絡先と場所が表示されます。

アジサイ（紫陽花）

江戸時代、長崎へやってきたドイツ人
医師シーボルトは愛する「お滝さん」にち
なみ「オタクサ」と言う名をアジサイにつ
けました花言葉は「冷酷」「無情」、自分と
娘を残して異国へ帰国したシーボルトへ
のお滝さんの思いだったのかもしれませ

んね。 （撮影：渡辺寛美）

宮 前
・ 宮前平源泉 湯けむりの庄
・ 駿河屋製菓
・ チーズ＆プリン工房
・ 高橋工務店
・ DANDELION
・ 森永宮前ミルクセンター蔵敷販売所
・ 竹水園

青空に泳ぐ鯉のぼり、新緑が広がる景色を眺めながら県道久末鷺沼線を歩いてい
ると和菓子「三吉野」のお店が見える。店頭には和菓子、お赤飯、おにぎり他多
種類の商品が並らび、赤飯、饅頭など慶弔用の品物も注文を受けている。

孝一さんと奥様がお菓子づくりに懸命でした。石川県金沢市で和菓子づくりを
習得し２３歳でこの地に戻り２代目としてご活躍されています。孝一さんは「ご
近所や遠方からのお客様に団子屋さんと可愛がられている町の親しみやすいお菓
子屋さんですよ」と、話す顔から笑みがこぼれた。
「有馬は昔ながらの風習が今も大事にされている（三つ目祝い他）心暖かな町。

緑も多く交通の便もあり住みやすい。地域住民の横のつながりが多いのはこれま
でつくられた地元の人びとの賜物です。つながりを大切にしてそんなお手伝いを
しながら発信できるお店でいたら幸せです」と話していた。地域の消防団員としても活動されている。お店には、
お客さまからいただい１升餅を前に元気なこどもの記念写真が何組も飾られていた。温厚な人柄の孝一さんのお話
を聞いているとお客さまの気持ちがわかりました。

（取材：青柳和美）

大山街道を歩く

東京・赤坂御門から大山山頂まで、全行程約８２ｋｍを８回に分け
てホントに歩く「大山街道を歩く」。
２７人に参加いただき、昨年９月２８日にスタート。当初は、３月

に山頂に到着する予定でしたが、参加者の安全を考慮して最終回を５
月に延期。５月１６日についに山頂へゴールしました！
見事に、全８回を休みなく完歩された７名の方には、完歩証を授与

させていただきました。
参加者の皆さま、お疲れ様でした。この「大山街道を歩く」は、２

４年度も開催予定です。

国道 246 号線と尻手黒川線が交差した一角にあります。「サがミ」は名古屋に本社をおく、
蕎麦（そば）をメーンとするが、饂飩（うどん）や各種和食を品揃えする全国展開のチェーン
店。店内の石臼で挽いた蕎麦粉で打たれた蕎麦は新鮮で、腰が強く歯応え充分、人気です。「サ
がミ」の命名は、美しい風景と文化が込められた京都嵯峨野の味わいでおもてなしたいとの理
念による。最大限のおもてなしをお客様にお届けするこだわりから、チェーン店は全店直営。
当所に川崎宮前店をオープンしてから 15 年、地域に定着。川口晴圭店長のお話では、お客様
には、地域に昔から定着している住民、転入者のほか、転勤族も多いとか。

川口店長のオススメ・スポットは、馬絹神社。
「カがミ」川崎宮前店の広い駐車場は、馬絹神社の秋の例大祭で地区内を巡行する御神輿の
神酒所のひとつとして開放、地域との連帯の一環に。( 取材：坪井喬 )

稗原小学校、４年生担任の中野朝美先生です。
趣味はウォーキングです。稗原小学校の周りは
緑がいっぱいで仕事にに来るのが楽しいです。
人と係わるのが好き、子供が好きなので大学の
時の実習を通じて小学校の先生になるのが夢で
した。
「中野先生の将来の夢は・・・？」との記者

の質問に「稗原小学校の生徒さん達は明るくて、
素直で、優しいです。今は夢がかなったので、

将来は皆さんに頼りにされるような立派な先生になりたいで
す。」と答えが返ってきました。

（取材：渡辺寛美）

「山梨の田舎町で育った」と言う青柳和美
さんは、季節になると田圃や池から聞こえて
きたカエルの声を、今でも懐かしく思い出す
という。故郷への懐旧の念を募らるカエルへ
の思いが、いつしか「かえるグッズ」の蒐集に
なって 30 余年、と青柳さん。

今では、置物、本、シャツなどの「かえるグッ
ズ」は、200 点を超えているとか。本紙次号 12
号（10 月 1 日発行）では、
青柳さんの「かえるコレ
クション」の蒐集履歴を
心温まるエピソードと
ともに、御紹介いたしま
す。

食べていただく喜びに！！
古山孝一さん（製菓衛生師４０歳）

中野朝美先生

カエルと青柳さん

撮影場所：平瀬川

ついにゴール！完歩者は７名！
観光協会主催ウォークイベント「大山街道を歩く」

宮前の梨 8月から9月にかけてが収穫最盛期
新鮮な蕎麦粉をつくる

店内設置の石臼

美味しいの一言が励み

御食事処「サがミ」川崎宮前店

（宮前区馬絹 1473-4 TEL.044-852-9954）
食

食

人

三吉野（和菓子店）

（宮前区東有馬 5-24-21 TEL.044-852-9954）

中野朝美先生（稗原小学校）

人
青柳和美さん（かえるグッズ・ コレクター）
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区誕生 30 周年記念誌
『宮前区 30th SPECLAL
BOOK』発行

（川崎市ウオーカーと
コラボした区民向けの
フリーペーパー）

■無料配布中！！

宮前区役所・向ヶ丘出

張所・鷺沼行政サービス

コーナーなど

『ほたる観察のお願い』
１．捕まえて、持って帰らないこと。
┬в莫翰g抨惨SbЯ趣{`rQf@Odа
３．懐中電灯は、できるだけ使わないこと。
＊飛森谷戸（とんもりやど）からのお願い。
本誌「散歩道」で紹介。

第14回

響け！

みやまえ太鼓ミーティング

宮前区の夏の風物詩。区内の和
太鼓グループやゲストの歌舞劇
団田楽座による演奏も行う。「宮
前（みやさき）ねぷた」のお披露目
や太鼓体験コーナーも。
TEL.044-856-3125（地域振興課）
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１．宮前区の誕生の経緯

宮前区が高津区からの分区により誕生したのは昭和 57

年（1982）７月１日、今年で 30 歳になる。分区前の高津区の

人口は 294115 人、誕生直後の人口は 148056 人と、人口は見

事に二分された。現在、宮前区の人口は 221294 人（今年 4

月）、分区時から約 50％の人口増、今日なお人口は増加の一

途を辿る。現在も区内の至る所で、戸建、マンション、アパー

トの建設を目の当たりにすることができる。全国的には少

子化が謳われて

久しい近年、区内

の人口増の実態

は驚異的。魅力的

な立地が招来す

るものであろう。

分区の際、区名

の命名を一般公

募し、1位の「宮

前」に決定。２位

は「橘」、3位「宮

崎」、4 位「有馬」、以下順位略。「宮前」の由緒は、明治 22 年に

市制・町村制が施行された際、梶ヶ谷、野川、馬絹、有馬、土

橋の各村と溝口村の飛地が合併して宮前（みやさき）村と命

名されたのが端緒。宮前村の命名の由来、馬絹神明神社南側

から梶ヶ谷神明社南側に及ぶ馬絹字宮ノ前付近に村役場が

設置されていたことによる。ただ、読みは「みやさき」から今

日一般的な読みの「みやまえ」とされた。

２．宮前区域発展の背景

昭和 40 年代にはいり東急による田園都市化が大々的に

展開され、飛躍的に宅地化が推進される。昭和 41 年、田園都

市線が溝の口から長津田まで延長され、その後、第三京浜国

道や東名高速道路などが開通、区域内は大きく変貌してい

く。

「田園都市線」という名称は、東急が田園都市線とともに

エベネザー・ハワードの提唱した田園都市構想を用いて建

設を推進した「田園都市」に由来。溝の口駅以西はこの「多摩

田園都市」の中核をなす交通機関として建設された。多摩田

園都市地域のニュータウンとしての発展とともに、同地域

の最も重要な交通機関として機能していく。

宮前区には、名所遺跡・ 文化財・ 郷土芸能・ 地域産業など、地域の資源が豊富にあります。宮前区観光協会は、
地域における観光事業の振興を図り、郷土・ 文化の発展に向けて事業展開することにより、地域の皆様が誇りと愛
着を持てる、活力あふれる宮前区を創造していきたいと考えております。
宮前区観光協会にご賛同いただき、ご入会いただける方は、下記事務局までご連絡願います。

会費（年額）は個人会員１口 1,000円
団体会員１口 5,000円
法人会員１口 10,000円

なお、会員様におかれましては、宮前区内特約店（７店）にて
お買い物の際は、各種サ－ビスを受けることができます。
申し込み先：宮前区役所地域振興課
電話044（856）3135 FAX 044（856）3119

昭和 43 年に長津田～つくし野間開業、同 47 年、つくし野

～すずかけ台間開業、51 年にすずかけ台～つきみ野間開業、

そして 59 年、つきみ野～中央林間間が開業して全線開通。

田園都市線の延長そして全線開通と並行して、各駅を起点

として路線バスも整備されていき、これに伴い、宅地化は鉄

道沿線からバス路線の沿線へと展開、網の目のように巡ら

されていき、そういった区域の現況が、人口増すなわち宮前

区の飛躍的発展を招来している。

３．子供達は明るい未来の象徴

宮前区は、昭和 47 年の区制施行の段階では高津区に含ま

れていたが、昭和50年代になると、前記のとおり東京のベッ

ドタウンとして宅地化が進み、著しい人口増加を招来した

ことから昭和57年、高津区から分区して宮前区となったが、

この間、区画整理や住居表示によって 19 もの町が次々と誕

生した。農家は都市近郊型農業へと移行し、丘陵の間を縫っ

ていた谷戸田も住宅地となり、丘

陵の頂きにまで集合住宅等が建

つようになった。そういう最中

の 19 年前、私が東京から転入し

てきた頃、周囲には畑が至る所

に散在していたが、年々歳々、集

合住宅や戸建住宅が建て込むの

を目の当たりにし、区域の人口

増を身近にひしひしと感じてき

た。が、区域を散歩すれば、なお

畑や植木の生産地は健在で、季

節の移り変わりに、目を楽しま

せてくれる。

また、区域には至る所に公園があり、学校の放課後の時間

帯には、遊ぶ子供達の歓声で満ち溢れ、土日などの公園は、

子供連れで賑わう。大勢の子供の存在は、区域の明るい将来

を、区民の誰の胸のうちにも想起させることだろう。

＊ ＊ ＊

生誕 30 年、壮年期に入った宮前区は、実は歴史的にも興

味深い区域です。次号では古代から近代までの当区域を紹

介していきたいと思います。 （坪井喬 記）

生誕３０周年に思う、
宮前区の今と昔（その１）

生誕３０周年に思う、
宮前区の今と昔（その１）

散歩道
神木・ 平・ 初山方面

散歩道

スーパー山田前のバス
通りに出て、宮谷橋の傍に
桐の木があって花が見ご
ろでした。

野菜直売所●

柿ん木●

殿下橋

●たからばこ

●長尾けやきの里
神木

神木本町

●正直屋
●本遠寺
●初山幼稚園

平

平２丁目

とんもり谷戸●

①別所橋 ②樋場橋

③殿下橋 ④新殿下橋

⑤宮谷橋 ⑥陣屋橋

⑦蛍橋 ⑧平瀬橋

⑧
⑦

⑥

⑤

④ ③

②

①

平瀬川に架かる橋の名前、覚えて頂けましたか、続きは

また何時か・・・！！ （取材：渡辺寛美）

“ 平４丁目公園 ”の“ みん
なあつまれ平瀬川 ”と書
かれた大きな看板が建っ
ています。元白幡台小学校
校長 若松先生の筆によ
るものです。

正直屋さんご夫婦

さわやかな風に誘われて神木、平、
初山方面を平瀬川に沿って散歩しま
した。平瀬川には幾つかの橋が架かっ
ています。

高津区と宮前区の区境、長尾住宅南
側に有る平瀬川に架かる別所橋から
出発です。

橋を渡った目の前に野菜直売所が
有ります。

そこから歩き、一本橋を通り過ぎ樋場（とよば）橋が有り
ます。樋場橋、殿下橋、新殿下橋、３つの橋の銘板は“Cafe
de 柿ん木 ”のマスターでもある神木本町自治会長 山根
明生さんのお父様 山根信孝 元神木自治会長の筆によ
るものです。柿ん木で一休み、マスターの人柄もありお客
さんでいっぱいです。記者のお勧めは、マスタ－のお嬢様
の手作りケーキセット（800 円）、チーズケーキの上にアイ
スクリームが載っています。

バス通りを歩き新殿下橋の傍
のおもちゃやさん“HOBBY SHOP
たからばこ ”懐かしいプレミア
ものもおいてます。
店に入った直ぐ脇に子供達の遊
び場コーナーがあり、学校帰りの
子供達がカードを持ち寄り遊ん
でいました。駄菓子売り場もあり、昔の駄菓子屋さんみた
いです。

そこから旧道に入ります。長尾けやきの里で
偶然に宮前区老人クラブ会長 井田耕夫さん
にお会いしました。「戦前の向丘小学校の前に
は堀川があって子供の頃はシジミ採りをした。
今はコンクリートで塞がれて跡形もない。」と
話してくださいました。

東名高速下を通りそのまま旧道を歩くと大
正 11 年創業でもうすぐ 90 年になるお店“ 正
直屋 ”さんが有ります。
「昔はゆりかごから墓場までの言葉通り、生

まれた時から葬式まで全部うちの店で揃えて
たヨ、お祝いの品、仕出し料理と注文が多い時
はリヤカーに品物を載せて蔵敷あたりまで配
達した。今は時代の流れでミニスーパーみたい
に営業してるけどね、昔はこの辺活気があった
なー。裏の家が桐箪笥や家具を作っていた“ 箱
屋 ”さん、その傍が風呂桶など作ってた“ 桶
庄 ”さん、“ 上床（かみどこ）”、“ だんご屋 ”さ
んとご近所の話になると自然に屋号が出てき
ます。

正直屋さんの店の名前の由来は正直な店な
ので正直屋とお客さんがつけてくれた名前だ
ヨ。」と話してくださいました。

そして今回の散歩道、最後は平瀬橋です。
本遠寺、初山幼稚園、とんもり谷戸に通じます。“ 愛の賛歌 ”でお馴染の

越路吹雪さんのお墓がある初香山本遠寺に立ち寄り、甘茶を頂きながらお
話しを伺いました。とんもり谷戸が一望できる小高い丘の上に、越路吹雪
さんと、いつも傍でピアノを弾いていた夫の内藤法美さんのお墓が並んで
います。真ん中に陶器で作ったシーズ犬の置物が有ります。「コーちゃんが
寂しがらないように」と愛犬そっくりなものを岩谷時子さんが置いてくれ
たそうです。毎年命日には元気に活躍していた頃のファンクラブ（コスモ
ス会）の人達が集まって、亡くなった時間になると彼女が好きだったタバ
コ（ラーク）に火を点けて剣山に立てて手をあわせます。今年は３３回忌に
当たる年なので１１月４日（日）本遠寺で“ 越路吹雪の愛したシャンソン
を楽しむ会 ”予定しています。

（出演：川崎の歌姫 桜井純恵さん 問い合わせ：高木 TEL 044-977-6581）


